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つながり、ひろがる



23

採決結果
はこちら

採決結果
はこちら

定例会の概要

定例会の日程と概要

注目の議案注目の議案注目の議案
８年度一般会計予算（第１８号）
宇都宮市水道事業給水条例等の一部改正

令和8年 3月定例会を開催令和8年令和8年 3月定例会を開催

採
決

採
決

本 会 議
[ 開 会 ] 提

案

2月25日
・保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議（議員案）を可決
・専決処分した事件の承認、公平委員会委員の選任を可決

議案・議員案の採決

常任委員会
(総務、子ども教育)

議案の審査

議案の審査

審
査

3月24日

⇒  4～8ページ

質
疑

本 会 議
［一般質問］

議員が質問
・20名の議員が議案についての
 質疑とあわせて、市政全般について
 質問し、市長などが回答

3月4・5・6・9日

提
案

常任委員会
議案・陳情の審査
・８年度予算案などについて、
 各常任委員会で所管ごとに執行部
 から詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

3月11・12日

常任委員会
(総務、厚生、子ども教育、
環境経済、建設)

(総務、厚生、
子ども教育、
環境経済、建設)

・７年度補正予算案について、各常任委員会で所管ごとに
 執行部から詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

審
査

審
査

2月26日

⇒   12・13ページ

⇒  15ページ

⇒   16ページ

⇒   16ページ

分野に分けて、
５つの常任委員会を
常時設置しています。

・７年度補正予算案などに
 ついて、総務、子ども教育の各
 常任委員会で所管ごとに執行
 部から詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

議案の提案理由説明
・市長が７年度補正予算案や８年度予算案などの議案を説明

3月24日 議案の提案理由説明
・市長が7年度補正予算案などの
 議案を説明
議案・陳情・議員案の採決
・各常任委員会の委員長が審査
 結果を報告
・議案と陳情について、賛成・反対の討論
・議案・陳情・議員案の可否を決定
・正副議長選挙

本 会 議
[ 閉 会 ]

3月定例会を開催

議員協議会

3月13日 建築工事における消防
同意の誤りについて説明
・建築工事における消防同意の
 誤りに係る対応について、市長
 などが説明

◇議案第45号　　　　　　　　◇陳情第59号

※「会派」とは、自分たちの意見を効果的に
　市政に反映させるために、所属政党に限
　らず、理念を同じくする議員によって作ら
　れた団体のことをいいます。

定例会の概要

◀議員ごとの
　賛否はこちら

　市議会ホームページで、
生放送と議会中継の録画配信が
見られます！
　詳しい討論の内容は、下記の
二次元コードからご覧ください。

◀詳しくは
　こちらから

本会議の採決結果

　本市議会には９会派あります。
　本紙内では、会派名を（）内の略称で表記
しています。
・自由民主党議員会（自民党）19人
・市民連合（市民連合）8人　　　
・公明党議員会（公明党）6人
・清風クラブ（清風）3人　
・日本共産党宇都宮市議員団（共産党）3人
・うつのみや維新（維新）3人
・未来への架け橋（未来）1人
・緑の地球（緑）1人
・参政党　政治参加を促す会（参政党）1人

会派の構成

全会一致で決定した案件全会一致で決定した案件

　　　　　　　　　・会派の賛否が分かれた案件については議案・陳情・議員案番号を表記
・本会議での態度を賛成・採択は「○」、反対・不採択は「●」、除斥は「除」と表記
・「※」は賛成6人・退席2人

【議案第4号】7年度一般会計補正予算（第6号）

市
長
提
出
議
案

可決

可決

可決

可決

可決
可決

不採択

不採択

不採択

【議案第18号】8年度一般会計予算
【議案第19号】8年度国民健康保険特別会計予算
【議案第22号】8年度後期高齢者医療特別会計予算
【議案第29号】8年度水道事業会計予算
【議案第38号】宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正
【議案第46号】宇都宮市水道事業給水条例等の一部改正
【議案第55号】財産の取得(学習者用コンピュータ)

【議案第31号】8年度中央卸売市場事業会計予算
【議案第43号】宇都宮市手数料条例の一部改正
【議案第44号】宇都宮市建築物における駐車施設の附置及び管理に関する条例の一部改正

【議案第20号】8年度介護保険特別会計予算
【議案第36号】宇都宮市地方活力向上地域における市税の不均一課税に関する条例の一部改正
【議案第41号】宇都宮市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定

【議案第45号】宇都宮市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
【議案第53号】財産の取得(特定公園施設)
【陳情第55号】総合型地域スポーツクラブ育成事業補助金の交付に係る総会議決手続及び申請
資料の実態確認に関する陳情
【陳情第58号】LRT西側延伸に関して、執行部及び市議会議員と市民が参加する「意見交換会」
などの開催と意見交換会の結論の尊重を求める陳情
【陳情第59号】特別児童扶養手当等の所得制限撤廃を求める意見書の提出並びに障害児を扶養
する家庭への支援拡充に関する陳情

【議員案第1号】保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議

陳
　情

議
員
案

維

新

自
民
党

結
果

市
民
連
合

公
明
党

未

来
緑

参
政
党

清

風

共
産
党

承認

可決

承認

可決

市
長
提
出
議
案

陳
情
議
員
案

人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申

専決処分した事件の承認（7年度一般会計補正予算（第5号））

陳情第56号（夜間開放されているテニスコート照明設備の点検および修繕に関する陳情）の
取下げ

宇都宮市公平委員会委員の選任（大矢裕啓氏、橋本賢二郎氏）
7年度特別会計補正予算（国民健康保険（第2号）、介護保険（第3号）、母子父子寡婦福祉資金貸付
事業（第2号）、後期高齢者医療（第3号）、競輪（第3号）、駐車場（第1号）、鶴田第2土地区画整理事業
（第1号）、宇大東南部第2土地区画整理事業（第1号）、岡本駅西土地区画整理事業（第1号）、育英事
業（第2号））
7年度事業会計補正予算（水道（第2号）、下水道（第3号））
指定管理者の指定（東部総合公園）
8年度特別会計予算（母子父子寡婦福祉資金貸付事業、競輪、駐車場、鶴田第2土地区画整理事業、
宇大東南部第2土地区画整理事業、岡本駅西土地区画整理事業、育英事業）
8年度下水道事業会計予算
条例の制定（宇都宮市公文書等管理条例、学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童
対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例）
条例の一部改正（宇都宮市行政手続条例、宇都宮市部課設置条例、宇都宮市非常勤職員の報酬
及び費用弁償に関する条例、宇都宮市コミュニティセンター条例及び宇都宮市学習等供用施設条例、
宇都宮市児童館条例及び宇都宮市コミュニティプラザ条例、宇都宮市子どもの家条例、宇都宮市
特別職の職員の給与及び旅費に関する条例）
宇都宮市中小企業等勤労者福利厚生資金融資条例の廃止
ごみ処理に関する事務の委託及び健康交流センターの利用に関する規約の一部変更に係る協議
字の廃止並びに町及び字の区域の変更
損害賠償の額の決定
公の施設の区域外設置に関する協議
市道路線の認定
字の廃止
7年度一般会計補正予算（第7号）
損害賠償の額の決定及び和解
宇都宮市固定資産評価員の選任（川俣浩二氏）

採決結果の表記

会派の賛否が分かれた案件会派の賛否が分かれた案件

結果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

● ● ● ● ○ ● ● ○ ●

● ● ● ● ○ ● ○ ○ ●

● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○

○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ●

可決 ○ ※ ○ ○ ● ○ 除 ● ○

討論を行った会派討論を行った会派

◇議案第18号、19号、29号、38号、41号、45号、46号、55号　　　　　◇陳情第59号
◇議案第18号
◇議案第18号、19号、22号、29号、46号　　　　　◇陳情第59号
◇議案第18号

会派名
共産党
自民党
参政党
公明党
緑

市民連合

議案や陳情ごとの賛否
反 対⇒

賛 成⇒
反 対⇒

反 対⇒
反 対⇒

賛 成⇒
◇議案第18号

不採択に反対⇒

不採択に反対⇒

不採択に反対⇒

採
決

本 会 議

3月4日 議案の採決 
・7年度補正予算案に
ついて、各常任委員会の
委員長が審査結果を報告
・議案を可決

⇒ 12・13 、14・15  ページ
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採決結果
はこちら

採決結果
はこちら

定例会の概要

定例会の日程と概要

注目の議案注目の議案注目の議案
８年度一般会計予算（第１８号）
宇都宮市水道事業給水条例等の一部改正

令和8年 3月定例会を開催令和8年令和8年 3月定例会を開催

採
決

採
決

本 会 議
[ 開 会 ] 提

案

2月25日
・保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議（議員案）を可決
・専決処分した事件の承認、公平委員会委員の選任を可決

議案・議員案の採決

常任委員会
(総務、子ども教育)

議案の審査

議案の審査

審
査

3月24日

⇒  4～8ページ

質
疑

本 会 議
［一般質問］

議員が質問
・20名の議員が議案についての
 質疑とあわせて、市政全般について
 質問し、市長などが回答

3月4・5・6・9日

提
案

常任委員会
議案・陳情の審査
・８年度予算案などについて、
 各常任委員会で所管ごとに執行部
 から詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

3月11・12日

常任委員会
(総務、厚生、子ども教育、
環境経済、建設)

(総務、厚生、
子ども教育、
環境経済、建設)

・７年度補正予算案について、各常任委員会で所管ごとに
 執行部から詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

審
査

審
査

2月26日

⇒   12・13ページ

⇒  15ページ

⇒   16ページ

⇒   16ページ

分野に分けて、
５つの常任委員会を
常時設置しています。

・７年度補正予算案などに
 ついて、総務、子ども教育の各
 常任委員会で所管ごとに執行
 部から詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

議案の提案理由説明
・市長が７年度補正予算案や８年度予算案などの議案を説明

3月24日 議案の提案理由説明
・市長が7年度補正予算案などの
 議案を説明
議案・陳情・議員案の採決
・各常任委員会の委員長が審査
 結果を報告
・議案と陳情について、賛成・反対の討論
・議案・陳情・議員案の可否を決定
・正副議長選挙

本 会 議
[ 閉 会 ]

3月定例会を開催

議員協議会

3月13日 建築工事における消防
同意の誤りについて説明
・建築工事における消防同意の
 誤りに係る対応について、市長
 などが説明

◇議案第45号　　　　　　　　◇陳情第59号

※「会派」とは、自分たちの意見を効果的に
　市政に反映させるために、所属政党に限
　らず、理念を同じくする議員によって作ら
　れた団体のことをいいます。

定例会の概要

◀議員ごとの
　賛否はこちら

　市議会ホームページで、
生放送と議会中継の録画配信が
見られます！
　詳しい討論の内容は、下記の
二次元コードからご覧ください。

◀詳しくは
　こちらから

本会議の採決結果

　本市議会には９会派あります。
　本紙内では、会派名を（）内の略称で表記
しています。
・自由民主党議員会（自民党）19人
・市民連合（市民連合）8人　　　
・公明党議員会（公明党）6人
・清風クラブ（清風）3人　
・日本共産党宇都宮市議員団（共産党）3人
・うつのみや維新（維新）3人
・未来への架け橋（未来）1人
・緑の地球（緑）1人
・参政党　政治参加を促す会（参政党）1人

会派の構成

全会一致で決定した案件全会一致で決定した案件

　　　　　　　　　・会派の賛否が分かれた案件については議案・陳情・議員案番号を表記
・本会議での態度を賛成・採択は「○」、反対・不採択は「●」、除斥は「除」と表記
・「※」は賛成6人・退席2人

【議案第4号】7年度一般会計補正予算（第6号）

市
長
提
出
議
案

可決

可決

可決

可決

可決
可決

不採択

不採択

不採択

【議案第18号】8年度一般会計予算
【議案第19号】8年度国民健康保険特別会計予算
【議案第22号】8年度後期高齢者医療特別会計予算
【議案第29号】8年度水道事業会計予算
【議案第38号】宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正
【議案第46号】宇都宮市水道事業給水条例等の一部改正
【議案第55号】財産の取得(学習者用コンピュータ)

【議案第31号】8年度中央卸売市場事業会計予算
【議案第43号】宇都宮市手数料条例の一部改正
【議案第44号】宇都宮市建築物における駐車施設の附置及び管理に関する条例の一部改正

【議案第20号】8年度介護保険特別会計予算
【議案第36号】宇都宮市地方活力向上地域における市税の不均一課税に関する条例の一部改正
【議案第41号】宇都宮市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定

【議案第45号】宇都宮市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
【議案第53号】財産の取得(特定公園施設)
【陳情第55号】総合型地域スポーツクラブ育成事業補助金の交付に係る総会議決手続及び申請
資料の実態確認に関する陳情
【陳情第58号】LRT西側延伸に関して、執行部及び市議会議員と市民が参加する「意見交換会」
などの開催と意見交換会の結論の尊重を求める陳情
【陳情第59号】特別児童扶養手当等の所得制限撤廃を求める意見書の提出並びに障害児を扶養
する家庭への支援拡充に関する陳情

【議員案第1号】保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議

陳
　情

議
員
案

維

新

自
民
党

結
果

市
民
連
合

公
明
党

未

来
緑

参
政
党

清

風

共
産
党

承認

可決

承認

可決

市
長
提
出
議
案

陳
情
議
員
案

人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申

専決処分した事件の承認（7年度一般会計補正予算（第5号））

陳情第56号（夜間開放されているテニスコート照明設備の点検および修繕に関する陳情）の
取下げ

宇都宮市公平委員会委員の選任（大矢裕啓氏、橋本賢二郎氏）
7年度特別会計補正予算（国民健康保険（第2号）、介護保険（第3号）、母子父子寡婦福祉資金貸付
事業（第2号）、後期高齢者医療（第3号）、競輪（第3号）、駐車場（第1号）、鶴田第2土地区画整理事業
（第1号）、宇大東南部第2土地区画整理事業（第1号）、岡本駅西土地区画整理事業（第1号）、育英事
業（第2号））
7年度事業会計補正予算（水道（第2号）、下水道（第3号））
指定管理者の指定（東部総合公園）
8年度特別会計予算（母子父子寡婦福祉資金貸付事業、競輪、駐車場、鶴田第2土地区画整理事業、
宇大東南部第2土地区画整理事業、岡本駅西土地区画整理事業、育英事業）
8年度下水道事業会計予算
条例の制定（宇都宮市公文書等管理条例、学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童
対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例）
条例の一部改正（宇都宮市行政手続条例、宇都宮市部課設置条例、宇都宮市非常勤職員の報酬
及び費用弁償に関する条例、宇都宮市コミュニティセンター条例及び宇都宮市学習等供用施設条例、
宇都宮市児童館条例及び宇都宮市コミュニティプラザ条例、宇都宮市子どもの家条例、宇都宮市
特別職の職員の給与及び旅費に関する条例）
宇都宮市中小企業等勤労者福利厚生資金融資条例の廃止
ごみ処理に関する事務の委託及び健康交流センターの利用に関する規約の一部変更に係る協議
字の廃止並びに町及び字の区域の変更
損害賠償の額の決定
公の施設の区域外設置に関する協議
市道路線の認定
字の廃止
7年度一般会計補正予算（第7号）
損害賠償の額の決定及び和解
宇都宮市固定資産評価員の選任（川俣浩二氏）

採決結果の表記

会派の賛否が分かれた案件会派の賛否が分かれた案件

結果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

● ● ● ● ○ ● ● ○ ●

● ● ● ● ○ ● ○ ○ ●

● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○

○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ●

可決 ○ ※ ○ ○ ● ○ 除 ● ○

討論を行った会派討論を行った会派

◇議案第18号、19号、29号、38号、41号、45号、46号、55号　　　　　◇陳情第59号
◇議案第18号
◇議案第18号、19号、22号、29号、46号　　　　　◇陳情第59号
◇議案第18号

会派名
共産党
自民党
参政党
公明党
緑

市民連合

議案や陳情ごとの賛否
反 対⇒

賛 成⇒
反 対⇒

反 対⇒
反 対⇒

賛 成⇒
◇議案第18号

不採択に反対⇒

不採択に反対⇒

不採択に反対⇒

採
決

本 会 議

3月4日 議案の採決 
・7年度補正予算案に
ついて、各常任委員会の
委員長が審査結果を報告
・議案を可決

⇒ 12・13 、14・15  ページ
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ここがききたい!　一般質問各議員記事の二次元コードから一般質問動画をご覧になれます

　
８
年
度
当
初
予
算
案
に
つ
い
て
聞
く
。

　
①
給
付
金
給
付
事
業
の
実
施
手
法
と
効
果
は
。

　
②
予
算
増
額
と
な
っ
て
い
る
市
立
小
中
学
校
の
給

食
費
負
担
軽
減
事
業
は
、
ど
う
実
施
す
る
の
か
。　

　
③
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
財
源
確
保
に
つ
い

て
、
７
年
度
の
約
６
億
円
に
対
し
、
８
年
度
は
約
22

億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
見
直
し
は
、
純
粋

な
削
減
と
考
え
て
良
い
の
か
。

　
①
口
座
振
込
を
基
本
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

公
金
受
取
口
座
の
登
録
者
な
ど
か
ら
、
５
月
下
旬
よ
り

順
次
「
宮
の
家
計
応
援
給
付
金
」
を
給
付
し
て
い
く
。

ま
た
、
給
付
と
あ
わ
せ
て
、
市
内
事
業
者
と
連
携
し

た
「
家
計
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の

中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
給
付
事
業
効
果
の

把
握
に
努
め
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

(

市
長)

　
②
７
年
度
か
ら
市
独
自
で
給
食
費
の
負
担
軽
減
を

開
始
し
て
お
り
、
今
後
は
、
国
・
県
の
新
た
な
支
援
制

度
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
生
徒
一
人
当
た
り
一

律
月
２
千
円
か
ら
、
小
学
校
は
月
５
千
２
百
円
、
中
学

校
は
月
５
千
９
百
円
に
支
援
額
を
大
幅
に
拡
充
す
る
。

な
お
、
各
学
校
で
給
食
費
と
支
援
額
に
差
額
が
生
じ
る

場
合
は
、
保
護
者
負
担
と
考
え
て
い
る
。　

(

市
長)

　
③
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
推
進
な
ど
、
歳
入

歳
出
両
面
か
ら
見
直
し
を
徹
底
し
た
こ
と
に
よ
り
、

例
年
の
約
４
倍
と
な
る
21
億
７
千
万
円
余
の
財
源
を

確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
純
粋
な
削
減
額

と
し
て
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。　

(

理
財
部
長)

篠
﨑
　
圭
一

（
自
民
党
）

質問時間
70分
代表質問

　
給
食
費
負
担
軽
減
、
給
食
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　
①
長
期
欠
席
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ
り
学

校
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
、
給
食
費

相
当
分
を
現
金
で
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
て
は
。

　
②
給
食
食
材
に
グ
リ
ー
ン
農
業
で
作
ら
れ
た
農
産

物
を
使
う
こ
と
は
、
販
路
や
購
入
意
欲
の
拡
大
な
ど
の

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、活
用
し
て
は
。

　
①
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
は
、
市
立
小
中
学
校
に

在
籍
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
含
め
た
給
食

を
食
べ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
が
負
担
す
る
給
食
費

を
対
象
に
、
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

引
き
続
き
、こ
う
し
た
考
え
の
も
と
取
り
組
む
。　　

　
②
給
食
食
材
は
、
グ
リ
ー
ン
農
産
品
も
含
め
、
収

穫
量
や
価
格
を
考
慮
し
選
定
し
て
い
る
。引
き
続
き
、

地
場
農
産
物
を
優
先
的
に
使
用
す
る
中
で
、
安
定
的

に
供
給
さ
れ
、
給
食
費
で
賄
え
る
グ
リ
ー
ン
農
産
品

を
活
用
し
て
い
く
。　　
　

 （
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
楽
し

め
る
よ
う
、
都
市
公
園
に
初
心
者
が
利
用
し
や
す
い

形
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
エ
リ
ア
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
立
地
や
安
全
性
、
騒
音
な
ど
の
課
題
を
整
理
し
、

３
年
度
に
み
ず
ほ
の
自
然
の
森
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
エ
リ
ア
を
設
置
し
た
。
３
月
開
園
の
ア
ー
ク

タ
ウ
ン
宇
都
宮
に
は
、
初
心
者
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
エ
リ
ア
を
備
え
、
初
心
者
向
け
体
験
会
な
ど
を

実
施
予
定
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
案
内
し
て
い
く
。　
　
　
　

(

都
市
整
備
部
長)

中
塚
　
英
範

（
市
民
連
合
）

質問時間
70分
代表質問

　
市
が
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
と
し
て
実
施
す
る

市
民
一
人
当
た
り
５
千
円
の
現
金
給
付
（
宮
の
家
計

応
援
給
付
金
）の
方
法
と
給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
口
座
振
込
を
基
本
と
し
、
世
帯
主
に
対
し
て
世
帯

全
員
分
を
一
括
し
て
振
り
込
む
。口
座
情
報
が
把
握

で
き
て
い
る
方
は
５
月
下
旬
か
ら
給
付
を
開
始
し
、

把
握
で
き
て
い
な
い
方
は
、
６
月
以
降
に
郵
送
す
る

申
請
書
の
受
付
後
、順
次
、振
り
込
み
す
る
。 （
市
長
）

　
エ
コ
パ
ー
ク
板
戸
跡
地
に
つ
い
て
、
利
活
用
エ
リ

ア
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
と
民
間
事
業
者
と
の

連
携
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
自
然
環
境
の
保
全
と
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
た
跡

地
利
活
用
の
両
立
に
向
け
、
保
全
ゾ
ー
ン
南
側
敷
地

な
ど
を
新
た
な
利
活
用
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
付
け
た
。

８
年
度
は
民
間
事
業
者
参
入
に
向
け
た
試
行
的
な
取

り
組
み
と
し
て
エ
コ
パ
ー
ク
板
戸
を
活
用
し
た
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
提
案
を
公
募
す
る
。 （
環
境
部
長
）

菅
野
　
大
造

（
公
明
党
）

質問時間
50分
代表質問

　
う
つ
の
み
や
版
女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て
、
施

策
・
事
業
の
総
点
検
や
実
態
把
握
な
ど
の
進
捗
は
。

　
ま
た
、
分
野
横
断
的
に
取
り
組
む
課
題
や
新
た
な

問
題
を
解
決
す
る
３
つ
の
推
進
チ
ー
ム
の
成
果
は
。

　
総
合
計
画
に
関
連
す
る
264
事
業
に
対
し
て
総
点
検

を
実
施
し
、「
意
思
決
定
に
係
る
女
性
参
画
の
少
な
さ
」

な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
女
性
の
参
画
が
低
い
分
野

へ
の
重
点
対
応
な
ど
の
課
題
を
抽
出
し
た
。成
果
は
、

男
性
の
観
点
を
重
視
し
た「
家
事
育
児
応
援
サ
イ
ト
」

を
開
設
す
る
な
ど
し
た
。　　
　

 

（
総
合
政
策
部
長
）

　
親
な
き
後
の
仕
事
が
不
安
な
障
が
い
者
の
自
立
に

向
け
、ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
８
年
度
に
県
内
初
と
な
る
「
障
が
い
者
資
格
取
得

支
援
補
助
金
」
を
創
設
し
、
資
格
取
得
に
係
る
受
験

料
を
補
助
し
、
就
職
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
自
立
を

体
験
で
き
る
「
障
が
い
者
体
験
的
宿
泊
支
援
事
業
」
の

利
用
期
間
を
拡
大
す
る
。
さ
ら
に
、
４
月
に
障
が
い
福

祉
課
に
「
親
な
き
後
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
む
。(

保
健
福
祉
部
長)

　
大
谷
地
域
の
特
徴
を
さ
ら
に
生
か
す
た
め
に
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、
夜
間
の
魅
力
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
８
月
か
ら
９
年
３
月
の
期
間
、
大
谷
公
園
な
ど
で

夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
施
で
き
る
よ
う
、現
在
、

地
域
の
皆
様
と
実
施
箇
所
や
時
間
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
閑
散
期
や
夜
間
に
お
け
る

魅
力
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 （
魅
力
創
造
部
長
）

渡
辺
　
道
仁

（
清
風
）

質問時間
70分
代表質問

※ ゾーニング ： 地域や建物を用途や機能によって区分し、その位置関係を定めること

※
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代表質問

　
う
つ
の
み
や
版
女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て
、
施

策
・
事
業
の
総
点
検
や
実
態
把
握
な
ど
の
進
捗
は
。

　
ま
た
、
分
野
横
断
的
に
取
り
組
む
課
題
や
新
た
な

問
題
を
解
決
す
る
３
つ
の
推
進
チ
ー
ム
の
成
果
は
。

　
総
合
計
画
に
関
連
す
る
264
事
業
に
対
し
て
総
点
検

を
実
施
し
、「
意
思
決
定
に
係
る
女
性
参
画
の
少
な
さ
」

な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
女
性
の
参
画
が
低
い
分
野

へ
の
重
点
対
応
な
ど
の
課
題
を
抽
出
し
た
。成
果
は
、

男
性
の
観
点
を
重
視
し
た「
家
事
育
児
応
援
サ
イ
ト
」

を
開
設
す
る
な
ど
し
た
。　　
　

 

（
総
合
政
策
部
長
）

　
親
な
き
後
の
仕
事
が
不
安
な
障
が
い
者
の
自
立
に

向
け
、ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
８
年
度
に
県
内
初
と
な
る
「
障
が
い
者
資
格
取
得

支
援
補
助
金
」
を
創
設
し
、
資
格
取
得
に
係
る
受
験

料
を
補
助
し
、
就
職
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
自
立
を

体
験
で
き
る
「
障
が
い
者
体
験
的
宿
泊
支
援
事
業
」
の

利
用
期
間
を
拡
大
す
る
。
さ
ら
に
、
４
月
に
障
が
い
福

祉
課
に
「
親
な
き
後
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
む
。(
保
健
福
祉
部
長)

　
大
谷
地
域
の
特
徴
を
さ
ら
に
生
か
す
た
め
に
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、
夜
間
の
魅
力
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
８
月
か
ら
９
年
３
月
の
期
間
、
大
谷
公
園
な
ど
で

夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
施
で
き
る
よ
う
、現
在
、

地
域
の
皆
様
と
実
施
箇
所
や
時
間
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
閑
散
期
や
夜
間
に
お
け
る

魅
力
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 （
魅
力
創
造
部
長
）

　
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
８
年
度
予
算
に
、

導
入
に
向
け
た
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
、
高
い
効
果
が
見
込
ま
れ

る
一
方
、
コ
ス
ト
が
高
額
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
段
階
的
に
導
入
を
進
め

た
い
。
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
齢
者
な
ど

の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
世
帯
に
優
先
的
に

導
入
す
る
こ
と
と
し
、
８
年
度
は
デ
ー
タ
を
取
り
込

む
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、
９
年
度
か
ら
順

次
導
入
を
進
め
て
い
く
。(

上
下
水
道
事
業
管
理
者)

　
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
施
設
整
備
に
つ
い

て
聞
く
。

　
小
中
学
校
へ
の
３
ｘ
３
ボ
ー
ル
の
配
付
や
、
国
際

大
会
の
開
催
に
併
せ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
体
験
会
の

実
施
な
ど
、
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

北
西
部
地
域
体
育
施
設
に
お
い
て
、
３
ｘ
３
コ
ー
ト

な
ど
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
、
各
施
設
の
周
知
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
な
が
ら
、

新
た
な
都
市
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
。(

市
長)

　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て
、
指
導
者
へ
の
謝

金
が
市
と
県
で
違
い
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。

　
地
域
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
謝
金
は
、
各
ク
ラ
ブ
が
独

自
に
設
定
し
、県
や
市
は
そ
れ
ぞ
れ
支
援
し
て
お
り
、

支
援
の
在
り
方
は
、各
ク
ラ
ブ
の
実
績
や
県
内
他
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
、検
討
し
て
い
く
。　　
（
教
育
長
）

今
井
　
政
範

（
自
民
党
）

質問時間
60分
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福
田
　
久
美
子

（
共
産
党
）
質問時間
70分

　
市
の
平
和
都
市
宣
言
に
は
「
戦
争
や
人
権
侵
害
な

ど
の
平
和
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
」と
あ
る
が
、
平
和
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の

平
和
意
識
を
醸
成
し
、
後
世
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
市
民
へ
の
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
く
。　　
　
　
　
　

 

（
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

　
国
保
税
水
準
完
全
統
一
の
期
限
を
県
が
明
確
に
定

め
て
い
な
い
中
、
自
主
的
に
国
の
推
奨
す
る
期
限
に

沿
っ
て
値
上
げ
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。

　
ま
た
、
外
国
人
の
国
保
税
滞
納
者
の
入
国
管
理
局

へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

が
税
を
滞
納
す
る
と
、
在
留
資
格
の
更
新
が
で
き
な

く
な
り
死
活
問
題
と
な
る
。国
の
対
応
よ
り
１
年
前

倒
し
で
市
が
対
応
を
始
め
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。

　
国
保
運
営
協
議
会
に
対
し
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

「
９
年
度
か
ら
統
一
目
標
年
度
に
向
け
段
階
的
な
引

上
げ
を
行
う
こ
と
が
適
当
」
と
の
答
申
が
あ
り
、
今

後
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
１
年
以
上
の
滞
納
が
あ
る
外
国
人
の
う
ち
、
財
産

調
査
や
滞
納
処
分
を
尽
く
し
て
も
な
お
滞
納
解
消
が

見
込
め
な
い
場
合
な
ど
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
あ
り
、

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
効
果
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
判
断
し
、
導
入
す
る
こ
と
と

し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
部
長
）

茂
木
　
祐
佳
里

（
維
新
）
質問時間
50分

　
教
育
現
場
に
お
け
る
性
暴
力
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の

「
見
え
な
い
暴
力
」
に
つ
い
て
、
市
は
未
然
防
止
と

早
期
把
握
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
教
職
員
へ
の
性
暴
力
に
係
る
校
内
研
修
の
実
施
な

ど
に
加
え
、
い
じ
め
根
絶
集
会
や
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
未
然
防
止
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
等
相

談
窓
口
」
の
通
報
機
能
を
幅
広
く
周
知
し
、
取
り
組

み
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。　
　
　
　
　

(

教
育
長)

　
学
校
施
設
へ
の
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
導
入
の
実
証
実

験
に
つ
い
て
、
運
用
設
計
と
効
果
の
検
証
方
法
は
。

　
８
年
度
に
、
中
央
小
学
校
と
上
河
内
中
学
校
に
「
ス

マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
機
能
付
き
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置

し
、
実
証
実
験
を
行
う
。
ま
た
、
関
係
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
運
用
方
法
に
つ
い
て
効
果

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
全
小
中
学
校
へ
の
導
入
を
目

指
し
、
検
討
を
進
め
る
。 (

教
育
委
員
会
事
務
局
長)

※



6

QA

QAQQ AA

QQQ AAA

QQ AA　
単
身
者
の
終
活・将
来
不
安
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

東
京
都
足
立
区
の
「
お
ひ
と
り
さ
ま
死
後
事
務
支
援

事
業
」
の
よ
う
な
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
国
に
お
い
て
、
死
後
事
務
支
援
な
ど
を
提
供
す
る

新
た
な
事
業
の
創
設
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
、
法
改
正
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
役
割
分
担
に
応
じ
て
連
携

を
図
り
、
足
立
区
の
事
業
な
ど
も
参
考
に
、
効
果
的

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。　

(

保
健
福
祉
部
長)

　
障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
一
層
加
速
さ
せ
る
た
め
、

就
労
系
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
、
グ
ッ
ズ

な
ど
の
制
作
に
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
は
。

　
手
土
産
品
と
な
る
よ
う
な
製
品
を
開
発
し
、
販
売

す
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
工
賃
の
向
上
や
市
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宇

都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
に
公
式
グ
ッ
ズ
と
し

て
新
製
品
の
商
品
化
を
働
き
か
け
て
い
く
。 （
市
長
）

　
児
童
生
徒
用
１
人
１
台
端
末
に
つ
い
て
、
児
童
の

身
体
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
端
末
更
新
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
軽
量
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
端
末
の
持
ち
帰
り
に
あ
た
り
、
児
童
生
徒
の
荷
物

の
重
さ
に
配
慮
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
７
年
度
更

新
の
中
学
校
の
端
末
は
、軽
量
な
端
末
を
整
備
し
た
。

８
年
度
の
小
学
校
の
更
新
に
お
い
て
も
、
軽
量
な
端

末
を
確
実
に
整
備
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
荷
物
の
軽
量
化
に
取
り
組
む
。 （
教
育
長
）

若
林
　
芽
育

（
自
民
党
）

質問時間
60分

　
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
８
年
度
予
算
に
、

導
入
に
向
け
た
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
、
高
い
効
果
が
見
込
ま
れ

る
一
方
、
コ
ス
ト
が
高
額
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
段
階
的
に
導
入
を
進
め

た
い
。
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
齢
者
な
ど

の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
世
帯
に
優
先
的
に

導
入
す
る
こ
と
と
し
、
８
年
度
は
デ
ー
タ
を
取
り
込

む
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、
９
年
度
か
ら
順

次
導
入
を
進
め
て
い
く
。(

上
下
水
道
事
業
管
理
者)

　
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
施
設
整
備
に
つ
い

て
聞
く
。

　
小
中
学
校
へ
の
３
ｘ
３
ボ
ー
ル
の
配
付
や
、
国
際

大
会
の
開
催
に
併
せ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
体
験
会
の

実
施
な
ど
、
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

北
西
部
地
域
体
育
施
設
に
お
い
て
、
３
ｘ
３
コ
ー
ト

な
ど
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
、
各
施
設
の
周
知
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
な
が
ら
、

新
た
な
都
市
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
。(

市
長)

　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て
、
指
導
者
へ
の
謝

金
が
市
と
県
で
違
い
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。

　
地
域
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
謝
金
は
、
各
ク
ラ
ブ
が
独

自
に
設
定
し
、県
や
市
は
そ
れ
ぞ
れ
支
援
し
て
お
り
、

支
援
の
在
り
方
は
、各
ク
ラ
ブ
の
実
績
や
県
内
他
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
、検
討
し
て
い
く
。　　
（
教
育
長
）
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※

１

山
﨑
　
昌
子

（
自
民
党
）

質問時間
40分

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
住
宅
の
新
築
に
合
わ
せ
て
設
置
を
働
き
か

け
る
な
ど
、積
極
的
に
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
は
。

　
地
域
の
防
災
訓
練
や
出
前
講
座
な
ど
に
お
い
て
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
広
報
用
展
示
モ
デ
ル
を
活
用
し
、

認
知
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
住
宅
展
示
場
な

ど
で
の
広
報
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　
　

(

消
防
局
長)

　
８
年
３
月
開
園
の
ア
ー
ク
タ
ウ
ン
宇
都
宮
で
開
催

予
定
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
国
際
大
会
に
つ
い
て
、

開
催
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
ア
ー
ク
タ
ウ
ン
宇
都
宮
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
よ
う
、

Ｂ
Ｍ
Ｘ
パ
ー
ク
を
使
用
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
等
の
付
帯
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、
関
係
団

体
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。
大
会
を
盛
大
に
開
催
で

き
る
よ
う
、
協
議
・
調
整
を
精
力
的
に
行
う
。(

市
長)

※

2
※

3

大
久
保
　
順
也

（
市
民
連
合
）

質問時間
60分

　
自
転
車
の
通
行
帯
の
一
部
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て

い
な
い
が
、
利
用
者
の
不
安
に
対
応
す
る
た
め
、
今

後
、自
転
車
通
行
空
間
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
の
か
。

　
よ
り
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
自
転
車

通
行
空
間
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
・
自

転
車
・
自
動
車
各
々
の
通
行
空
間
が
適
切
に
分
離
さ

れ
た
質
の
高
い
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
を
道
路
改

良
な
ど
に
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く
。(

建
設
部
長)

　
「
み
や
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ

い
て
、
12
年
度
ま
で
に
参
加
者
数
３
万
人
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
ど
う
制
度
改
善
を
行
う
の
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
分
析

し
、
継
続
的
に
事
業
を
見
直
し
て
い
く
。
ま
た
、
新

た
に
「
お
友
達
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
企
画
・
実

施
す
る
ほ
か
、
効
果
的
な
周
知
啓
発
を
引
き
続
き
行

う
こ
と
で
、
参
加
者
の
拡
大
を
図
り
、
環
境
配
慮
行

動
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　

(

環
境
部
長)

　
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
65
歳
以
上
70

歳
未
満
の
免
許
返
納
者
も
対
象
と
す
る
な
ど
、
支
援

を
充
実
さ
せ
て
は
。
ま
た
、
返
納
年
齢
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
数
を
段
階
的
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
早
期
返

納
の
促
進
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
事
業
開
始
当
初
は
、
外
出
回
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
「
75
歳
以
上
」
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
平
成
20

年
よ
り
「
70
歳
以
上
」
と
し
た
。
引
き
続
き
、
70
歳

以
上
に
等
し
く
、
年
間
１
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
現
行
の
要
件
を
維
持
し
て
い
く
。　

(
市
長)

※

4

※

5

秋
成
　
大

（
公
明
党
）

質問時間
40分

　
治
水･

雨
水
対
策
に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
既
往
最
大
の
短
時
間
降
水
雨
量
を
見
直
し
、
奈
坪

川
や
山
下
川
に
新
た
な
調
節
池
を
整
備
す
る
な
ど
の

｢

流
す｣

と
「
貯
め
る
」
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た

整
備
に
前
倒
し
で
着
手
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
治
水
・

雨
水
対
策
の
加
速
化
を
図
る
こ
と
で
、
局
所
的
な
豪

雨
等
に
対
し
、
早
期
に
浸
水
被
害
の
軽
減
が
図
れ
る

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　
　

   (

建
設
部
長)

　
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
導
入
を
検
討
中
の
上
戸
祭
小

や
宝
木
小
周
辺
に
お
い
て
、
地
域
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
導
入
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
上
戸
祭
小
周
辺
は
、実
証
実
験
の
実
施
に
向
け
、引

き
続
き
地
域
の
方
々
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
う
。宝

木
小
周
辺
は
、
小
学
校
東
側
の
通
学
路
に
仮
設
の
ハ

ン
プ
を
設
置
し
、
速
度
抑
制
効
果
な
ど
を
検
証
す

る
実
証
実
験
を
、６
月
を
目
途
に
行
う
。（
建
設
部
長
）
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AQQ AA

QAQQ AA 　
単
身
者
の
終
活・将
来
不
安
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

東
京
都
足
立
区
の
「
お
ひ
と
り
さ
ま
死
後
事
務
支
援

事
業
」
の
よ
う
な
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
国
に
お
い
て
、
死
後
事
務
支
援
な
ど
を
提
供
す
る

新
た
な
事
業
の
創
設
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
、
法
改
正
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
役
割
分
担
に
応
じ
て
連
携

を
図
り
、
足
立
区
の
事
業
な
ど
も
参
考
に
、
効
果
的

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。　

(

保
健
福
祉
部
長)

　
障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
一
層
加
速
さ
せ
る
た
め
、

就
労
系
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
、
グ
ッ
ズ

な
ど
の
制
作
に
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
は
。

　
手
土
産
品
と
な
る
よ
う
な
製
品
を
開
発
し
、
販
売

す
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
工
賃
の
向
上
や
市
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宇

都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
に
公
式
グ
ッ
ズ
と
し

て
新
製
品
の
商
品
化
を
働
き
か
け
て
い
く
。 （
市
長
）

　
児
童
生
徒
用
１
人
１
台
端
末
に
つ
い
て
、
児
童
の

身
体
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
端
末
更
新
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
軽
量
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
端
末
の
持
ち
帰
り
に
あ
た
り
、
児
童
生
徒
の
荷
物

の
重
さ
に
配
慮
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
７
年
度
更

新
の
中
学
校
の
端
末
は
、軽
量
な
端
末
を
整
備
し
た
。

８
年
度
の
小
学
校
の
更
新
に
お
い
て
も
、
軽
量
な
端

末
を
確
実
に
整
備
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
荷
物
の
軽
量
化
に
取
り
組
む
。 （
教
育
長
）

ファイル名「007P.pdf」
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6

金
沢
　
力

（
公
明
党
）

質問時間
40分

　
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
認
知

度
向
上
に
向
け
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
本
庁
舎
な
ど
の
動
画
モ
ニ
タ
ー
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を

通
じ
、
便
利
さ
や
安
心
感
を
伝
え
、
手
続
き
の
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
ご
遺
族
の
利
用
を
促
し
、
寄
り

添
っ
た
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く
。   (

市
長)

　
公
園
な
ど
の
市
有
施
設
を
対
象
に
、
防
犯
カ
メ
ラ

及
び
自
動
販
売
機
の
設
置
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
。安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
設
置
箇
所

の
拡
大
に
向
け
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
「
み
ん
な
で
防
犯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
の
た
め
、

３
月
に
、
２
つ
の
一
般
社
団
法
人
と
協
定
を
締
結
し
、

ま
ず
は
、
市
内
公
園
に
新
た
に
設
置
す
る
自
動
販
売

機
の
収
益
を
活
用
し
、
２
箇
所
の
公
園
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
。
今
後
は
、
他
の
公
園
や
他
の
施
設

で
も
本
協
定
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
拡
充
が
進

む
よ
う
、
調
整
を
進
め
る
。(

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長)

石
川
　
京
樹

（
維
新
）

質問時間
20分

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
施
策
を
利
便
性
向
上
に
と
ど
め
ず
、
新
た
な
担

い
手
確
保
に
つ
な
げ
る
具
体
的
な
構
想
は
あ
る
の
か
。

　
既
存
の
取
り
組
み
に
加
え
、
８
年
度
か
ら
は
電
子

掲
示
板
な
ど
の
機
能
を
有
す
る
「
自
治
会
運
営
支
援

ア
プ
リ
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
充
実
を

通
じ
て
将
来
的
な
担
い
手
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

手
塚
　
泉

（
自
民
党
）

質問時間
60分

　
保
育
士
不
足
の
中
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
や
職
場

環
境
整
備
と
組
み
合
わ
せ
、
潜
在
保
育
士
の
復
職
支

援
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

　
市
で
は
、
現
場
で
働
く
保
育
士
の
負
担
軽
減
、
離

職
防
止
を
目
的
に
、
保
育
補
助
者
な
ど
の
配
置
に
係

る
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
と
共
同

で
設
置
す
る
「
と
ち
ぎ
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
就
労
希
望
者
へ
の
相
談
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。   (

子
ど
も
部
長)

　
起
業
後
の
支
援
に
つ
い
て
、
創
業
後
の
継
続
的
な

支
援
の
充
実
、
特
に
、
市
の
仕
事
の
発
注
な
ど
を
通

じ
た
事
業
者
育
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
「
起
業
・
創
業
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
起
業
・

創
業
の
伴
走
支
援
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内
事
業
者

が
開
発
し
た
商
品
に
つ
い
て
、
市
と
随
意
契
約
で
き

る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
と
も
こ
れ
ら
を
通
し
て
継
続
的
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　

(

経
済
部
長)

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
「
ち
い
か

わ
」
な
ど
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
市
の
魅
力
発
信
な
ど
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
現
在
、
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
係
る
新
た
な
基
準
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
市
の
魅
力
発
信
や
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
の
ラ

ッ
ピ
ン
グ
も
、
基
準
に
照
ら
し
、
地
域
と
の
親
和
性

も
考
慮
し
な
が
ら
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。(

市
長)

横
須
賀
　
咲
紀

（
市
民
連
合
）

質問時間
40分

　
不
登
校
に
起
因
す
る
保
護
者
の
離
職
や
収
入
減
少

の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。把
握
し
て
い
な
い
場

合
は
、実
態
調
査
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
県
の
事
業
を
活
用

し
、適
応
支
援
教
室
な
ど
の
活
動
費
の
助
成
の
ほ
か
、

家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
実
態
調
査
な
ど
の
必
要
性
は
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。　　
　

 

（
教
育
長
）

　
不
登
校
離
職
の
防
止
に
向
け
、
不
登
校
に
対
す
る

理
解
促
進
と
、
保
護
者
が
就
労
を
継
続
で
き
る
職
場

環
境
の
整
備
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

　
宇
都
宮
大
学
や
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
連
携
し
、
同

じ
悩
み
を
も
つ
保
護
者
同
士
が
つ
な
が
る
場
を
創
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
７
年
度
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
た
講
演
会
を
実
施
し
、
不
登
校
に
関
す
る

理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
不
登
校
対
策
の

取
り
組
み
な
ど
を
周
知
し
た
。　
　
　

   (

教
育
長)
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※

１

※

2

保
坂
　
栄
次

（
未
来
）

質問時間
20分

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
西
側
延
伸
計
画
に
お
け
る
固
定
資

産
税
増
収
に
よ
る
事
業
効
果（
30
年
間
328
億
円
）に
、

東
側
沿
線
圏
域
の
税
収
増
を
含
め
た
理
由
と
根
拠
は
。

　
他
市
の
事
例
で
延
伸
に
よ
り
既
設
区
間
の
さ
ら
な

る
資
産
価
値
の
向
上
が
確
認
さ
れ
、
市
に
お
い
て
も
、

駅
西
側
延
伸
に
伴
い
駅
東
側
の
資
産
価
値
が
よ
り
一

層
向
上
す
る
と
見
込
ん
だ
た
め
。　
　

(

建
設
部
長)

河
田
　
敦
史

（
参
政
党
）

質問時間
20分

　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
免
許
不
要
で
あ
る
点
に
大

き
な
危
険
性
を
感
じ
る
。シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
導
入
後

の
検
挙
件
数
、違
反
者
の
年
齢
割
合
、事
故
件
数
は
。

　
栃
木
県
警
察
に
よ
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
利
用
者

の
検
挙
件
数
と
年
齢
割
合
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

事
故
件
数
は
、
運
営
事
業
者
に
よ
る
と
、
５
年
１
月

の
事
業
開
始
以
降
、
物
損
４
件
、
人
身
０
件
で
あ
る
。

（
総
合
政
策
部
長
）

柴
田
　
賢
司

（
自
民
党
）

質問時間
60分

　
農
地
を
守
る
受
皿
組
織
の
体
制
構
築
や
事
業
の
具

体
化
に
向
け
た
検
討
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

　
７
年
５
月
に
市
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
公
社
に
よ
る
検
討

会
議
を
設
置
し
、
農
業
公
社
を
事
業
主
体
と
し
、
引

き
受
け
手
の
い
な
い
農
地
の
生
産
活
動
な
ど
を
行
う

体
制
整
備
の
方
向
性
を
整
理
し
た
。
８
年
度
は
農
地

を
引
き
受
け
る
条
件
な
ど
の
検
討
を
進
め
、
９
年
度

中
の
事
業
開
始
を
目
指
し
て
い
く
。　
　
　

(

市
長)

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
に
つ
い
て
、
効
果
が
見
込
め

る
地
点
へ
の
戦
略
的
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
は
、
交
通
島
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
特
性
を
演
出
で
き
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
り

得
る
と
認
識
し
て
お
り
、
観
光
地
大
谷
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
地
域
振
興
な
ど
の
創
出
に
向
け
、
導
入
し

た
。
今
後
も
、
地
域
特
性
や
交
通
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。(

建
設
部
長)

　
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
、
広
が

り
が
あ
り
滞
留
で
き
る
空
間
づ
く
り
と
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
の
位
置
づ
け
の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
く
。

　
７
年
度
に
社
会
実
験
を
実
施
し
た
バ
ン
バ
通
り
に

つ
い
て
は
、み
は
し
通
り
へ
の
拡
大
も
視
野
に
入
れ
、

歴
史
軸
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
居
心
地 

が
良
い
空
間
づ
く
り
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
は
、
都
心
部
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

通
り
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
骨

格
と
な
る
中
心
軸
と
位
置
付
け
て
お
り
、
県
と
継
続

的
に
協
議
を
進
め
て
い
く
。　　

 

（
都
市
整
備
部
長
）

矢
古
宇
　
芳
一

（
自
民
党
）

質問時間
40分

　
大
谷
石
へ
の
親
し
み
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
、
ろ

ま
ん
ち
っ
く
村
再
整
備
後
も
、展
示
に
加
え
、加
工
体

験
や
関
連
商
品
の
物
販
機
能
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　
大
谷
石
の
展
示
や
関
連
商
品
の
物
販
機
能
の
強
化

は
、
日
本
遺
産
大
谷
石
文
化
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が

る
た
め
、
今
後
、
対
話
型
市
場
調
査
に
参
画
し
た
民

間
事
業
者
と
さ
ら
に
意
見
交
換
を
重
ね
る
中
で
、
機

能
強
化
の
意
向
を
確
認
し
て
い
く
。　
　
　

(

市
長)

　
学
校
施
設
の
空
調
設
備
を
さ
ら
に
有
効
活
用
す
る

た
め
、
冬
季
期
間
中
の
授
業
や
地
域
開
放
時
に
空
調

に
よ
る
暖
房
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
一
部
利
用
団
体
よ
り
、
寒
さ
対
策
や
、
け
が
防
止

の
観
点
か
ら
、
暖
房
の
使
用
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
利
用
者
の
健
康
面
へ
の

配
慮
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
た
め
、
他
都
市
の
事
例

も
参
考
に
、
冬
季
期
間
に
お
け
る
暖
房
の
使
用
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
く
。(

教
育
委
員
会
事
務
局
長)

出
井
　
昌
子

（
緑
）

質問時間
20分

　
都
市
計
画
道
路
鶴
田
宝
木
線
の
用
地
交
渉
で
、
地

権
者
に
対
し
提
示
し
た
道
路
用
地
と
別
地
と
の
土
地

交
換
に
よ
る
代
替
案
の
存
在
と
、そ
の
後
履
行
さ
れ
な

か
っ
た
経
緯
を
ど
う
整
理
・
検
証
し
て
い
る
の
か
。

　
代
替
案
は
土
地
の
交
換
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

鶴
田
宝
木
線
開
通
ま
で
の
間
、
市
有
地
の
通
行
を
認
め

る
旨
の
文
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

(

建
設
部
長)

　
保
育
士
不
足
の
中
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
や
職
場

環
境
整
備
と
組
み
合
わ
せ
、
潜
在
保
育
士
の
復
職
支

援
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

　
市
で
は
、
現
場
で
働
く
保
育
士
の
負
担
軽
減
、
離

職
防
止
を
目
的
に
、
保
育
補
助
者
な
ど
の
配
置
に
係

る
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
と
共
同

で
設
置
す
る
「
と
ち
ぎ
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
就
労
希
望
者
へ
の
相
談
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。   (

子
ど
も
部
長)

　
起
業
後
の
支
援
に
つ
い
て
、
創
業
後
の
継
続
的
な

支
援
の
充
実
、
特
に
、
市
の
仕
事
の
発
注
な
ど
を
通

じ
た
事
業
者
育
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
「
起
業
・
創
業
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
起
業
・

創
業
の
伴
走
支
援
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内
事
業
者

が
開
発
し
た
商
品
に
つ
い
て
、
市
と
随
意
契
約
で
き

る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
と
も
こ
れ
ら
を
通
し
て
継
続
的
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　

(

経
済
部
長)

　
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
「
ち
い
か

わ
」
な
ど
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
市
の
魅
力
発
信
な
ど
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
現
在
、
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
係
る
新
た
な
基
準
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
市
の
魅
力
発
信
や
誘
客
促
進

に
つ
な
が
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
の
ラ

ッ
ピ
ン
グ
も
、
基
準
に
照
ら
し
、
地
域
と
の
親
和
性

も
考
慮
し
な
が
ら
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。(

市
長)



▲高校生と議員の集合写真

▲フレスポうつのみや市場の開業日の様子

議会の取り組み

↑　映像はこちら

今回の表紙写真 ～つどう、つながる、にぎわう～

議員研修会を開催 ～アーバンスポーツによるまちづくり～
　2月19日に、一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構地域戦略ディレクターの滝田佐那子氏を
講師に招き、座学と現地視察による議員研修会を開催しました。
　今回は、「アーバンスポーツによるまちづくり」をテーマに、アーバンスポーツの基礎知識や他市における
アーバンスポーツ施設整備の状況を説明いただいたほか、3月に開園となった東部総合公園（アークタウン
宇都宮）への期待と展望についてもお話しいただきました。
　講演終了後には、アークタウン宇都宮で現地視察を行い、整備を担当した所管課より、スケートパーク
やBMXパークなど、施設についての説明を受けました。
　議員からは、「アーバンスポーツの波及効果や他市の先進事例、市が目指すべき方向性など参考になる
研修会だった」「講義を受けた上で、現地を見ることは理解を深める上で効果的だった」などの声があり、
大変有意義な研修会となりました。

　アークタウン宇都宮については、市議会広報
番組「サクサク︕うつのみや市議会」でも取り上
げています。ぜひご覧ください。

　3月に、中央卸売市場の賑わいエリア（フレスポうつのみや市場）と、東部総合公園（アークタウン宇都宮）
の2つの施設がオープンしました。
　中央卸売市場の賑わいエリアは、人と食が集う賑わい交流拠点として、中央卸売市場ならではの「食の
専門店ゾーン」や、生活を支える「生活便利ゾーン」など多様な店舗で「食」を楽しめることが特徴です。
　また、東部総合公園は、ライトライン平石停留場直結の公園で、スケートパークやBMXパーク、産直店、
ゆとりある芝生広場など、幅広い年代の方が楽しめる公園です。ぜひおでかけください♬
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▲講演の様子 ▲講師の滝田佐那子氏 ▲現地視察の様子

▲アークタウン宇都宮の開園日の様子 ▲アークタウン宇都宮のスケートパークの様子



新委員の紹介

（9人）

厚
生
常
任
委
員
会

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
及
び
保
健
福
祉
部
の
所
管

に
属
す
る
事
項

新しい委員が決まりました

（9人）

総
務
常
任
委
員
会

出
納
室
、行
政
経
営
部
、総
合
政
策
部
、理
財
部

及
び
消
防
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項
や
他
の
常

任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

新委員の紹介

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

（9人）

子
ど
も
教
育
常
任
委
員
会

子
ど
も
部
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

（9人）

環
境
経
済
常
任
委
員
会

環
境
部
、経
済
部
、魅
力
創
造
部
及
び
農
業
委
員

会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

10

顔
写
真

凡　例
氏
名（
ふ
り
が
な
）

（
会
派
略
称
）

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

（
自
民
党
）

若
林
　
芽
育

わ
か
ば
や
し

め
ぐ
み

（
維
新
）

石
川
　
京
樹

い
し
か
わ 

あ
つ 

き

小
室
　
か
な
子

こ 
む
ろ

こ 

（
共
産
党
）

熊
本
　
和
夫

く
ま
も
と

か
ず 

お

（
自
民
党
）

原
　
ち
づ
る

は
ら
　

（
共
産
党
）

黒
子
　
英
明

く
ろ  

こ
　
　 

ひ
で
あ
き 

（
自
民
党
）

渡
辺
　
道
仁

わ
た
な
べ 

み
ち
ひ
と 

（
清
風
）

金
沢     

力

か
な
ざ
わ  

つ
と
む

（
公
明
党
）

の
り 

お

小
林
　
紀
夫

こ 

ば
や
し 

（
自
民
党
）

岡
本
　
源
二
郎

お
か
も
と   

　
げ
ん 

じ 

ろ
う

（
自
民
党
）

保
坂
　
栄
次

ほ 

さ
か

え
い 

じ

（
未
来
）

や
ま
ざ
き

ま
さ 

こ

山
﨑
　
昌
子

（
自
民
党
）

か
ん 

の

だ
い
ぞ
う

菅
野
　
大
造

（
公
明
党
）

福
田
　
智
恵

ふ
く  

だ
　

ち
　
え

（
市
民
連
合
）

高
橋
　
英
樹

た
か
は
し

ひ
で 

き

（
市
民
連
合
）

秋
成     

大

あ
き
な
り
　
　
　
　 

だ
い

（
公
明
党
）

や
す
ひ
さ

郷
間
　
康
久

ご
う 

ま  

（
市
民
連
合
）

塚
田
　
典
功

つ
か 

だ  

の
り
か
つ

（
自
民
党
）

長
谷
川
　
武
士

は 

せ 

が
わ

た
け  

し

（
自
民
党
）

菅
原
　
一
浩

す
が
わ
ら 

　  

か
ず
ひ
ろ

（
自
民
党
）

岩
井
　
潤
子

い
わ 

い
　

じ
ゅ
ん
こ

（
公
明
党
）

今
野
　
哲
也

こ
ん  

の
　

て
つ  

や
　

（
自
民
党
）

佐
藤
　
孝
明

さ 

と
う
　

た
か
あ
き
　

（
市
民
連
合
）

久
保
井
　
永
三

く 

ぼ 

い

え
い
ぞ
う

（
清
風
）

大
久
保
　
順
也

お
お 

く 

ぼ

じ
ゅ
ん
や

（
市
民
連
合
）

福
田
　
久
美
子

ふ
く 

だ  

く

み

こ

（
共
産
党
）

ま
さ
の
り 

今
井
　
政
範

い
ま  

い
　

（
自
民
党
）

柴
田
　
賢
司

し
ば 

た

け
ん 

じ

（
自
民
党
）

（
参
政
党
）

河
田
　
敦
史

か
わ  

た
　

あ
つ  

し
　

茂
木
　
祐
佳
里

も
て 

ぎ

ゆ 

か 

り

（
維
新
）

駒
場
　
昭
夫

こ
ま  

ば
　

あ
き  

お
　

（
市
民
連
合
）

岡
本
　
芳
明

お
か
も
と 

よ
し
あ
き

（
自
民
党
）

小
倉
　
久
美

お 

ぐ
ら

く
　
み

（
公
明
党
）

手
塚     

泉

て  

づ
か
　
　
　 

い
ず
み

（
自
民
党
）

ひ
ら
ま
つ

あ
き 

お

平
松
　
明
夫

（
清
風
）

う
ま
が
み

ご
う

馬
上     

剛

（
自
民
党
）



（9人）

建
設
常
任
委
員
会

検
査
室
、建
設
部
、都
市
整
備
部
及
び
上
下
水
道

局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

新しい委員が決まりました

11

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

（11人）

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、議
会
の
会
議
規
則
や
委
員
会
に
関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事

項
、議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
関
わ
る
調
査
や
、議
案
・
陳
情
等
の
審
査
を
行
い
ま
す

（11人）

広
報
広
聴
委
員
会

議
会
広
報
紙「
あ
な
た
と
市
議
会
」の
発
行
や
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、議
会
に
関
す
る
市
民

意
見
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

よ
こ
す
　
か

さ
　
き

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

（
自
民
党
）

横
須
賀 
咲
紀
（
市
民
連
合
）

佐
藤
　
恭
子

さ 

と
う
　

き
ょ
う
こ

（
維
新
）

（
清
風
）

黒
子
　
英
明

く
ろ  

こ       

ひ
で
あ
き

（
自
民
党
）

長
谷
川 

武
士

は
　
せ
　が
わ
　た
け 

し

岡
本 

源
二
郎
（
自
民
党
）

お
か
も
と 

げ
ん 

じ
ろ
う

ひ
ら
ま
つ

あ
き 

お

平
松
　
明
夫

成
島
　
隆
裕

な
る
し
ま
　
　
た
か
ひ
ろ

（
公
明
党
）

中
塚  

英
範
（
市
民
連
合
）

石
川
　
京
樹
（
維
新
）

い
し
か
わ 

あ
つ 

き

な
か
つ
か
　
ひ
で
の
り
　

（
自
民
党
）

柴
田
　
賢
司

し
ば 

た

け
ん 

じ

原
　
ち
づ
る
（
共
産
党
）

は
ら

矢
古
宇
　
芳
一

よ
し
か
ず

（
自
民
党
）

や

こ

う
（
維
新
）

さ 

と
う
　

き
ょ
う  

こ
　

佐
藤
　
恭
子

い
で  

い
　

ま
さ  

こ
　

出
井
　
昌
子

（
緑
）

内
藤
　
良
弘

な
い
と
う
　

よ
し
ひ
ろ
　

（
自
民
党
）

舟
本     

肇

ふ
な
も
と

　 

は
じ
め

（
自
民
党
）

中
塚
　
英
範

な
か
つ
か

ひ
で
の
り

（
市
民
連
合
）

（
市
民
連
合
）

横
須
賀
　
咲
紀

よ
こ 

す 

か

さ 

き

成
島
　
隆
裕

な
る
し
ま 

た
か
ひ
ろ

（
公
明
党
）

篠
﨑
　
圭
一

し
の
ざ
き

け
い
い
ち

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）

こ
ん 

の
　
　 

て
つ 

や

今
野
　
哲
也

大
久
保 

順
也

お
お 

く  

ぼ    

じ
ゅ
ん
や

（
市
民
連
合
）

菅
野
　
大
造
（
公
明
党
）

か
ん 

の

だ
い
ぞ
う

久
保
井 

永
三

く
　
ぼ
　
い

え
い
ぞ
う

（
清
風
）

（
自
民
党
）

若
林  

芽
育

わ
か
ば
や
し

め
ぐ
み

（
自
民
党
）

矢
古
宇 

芳
一

や
　
こ
　
う
　  

よ
し
か
ず

篠
﨑  

圭
一

し
の
ざ
き

け
い
い
ち

（
自
民
党
）

小
室 

か
な
子
（
共
産
党
）

こ 

む
ろ
　
　
　 

　
こ

手
塚
　
　
泉

て 

づ
か
　
　

い
ず
み

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）
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市
民
連
合
）
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か
あ
き
　

議会 発信の情報をたくさん しています♪

広報紙をチェック
◇ 広報紙「あなたと市議会」あなたと市議会は、年4回発行しています！

議会中継をチェック
◇ インターネット中継 ・録画配信
◇ 宇都宮ケーブルテレビ

議員協議会や議員説明会も生配信 ！

▲大谷コネクトのデジタルサイネージ

さまざまな媒体で情報発信

市議会
ホームページ

◇ 市議会ホームページ
◇ 市議会公式フェイスブック
◇ 市議会広報番組
◇ 市公式ライン
◇ 市公式X
◇ 市内デジタルサイネージ

　議会日程や会議
結果、広報番組「井
上咲楽のサクサク ！ 
うつのみや市議会」
などの情報をさまざ
まな媒体で発信して
います！
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8年度予算審査の概要

令和8年度　一般会計予算の概要

総務常任委員会

歳入（2,465億円）

各常任委員会の結論

総務常任委員会
起立採決の結果、原案どおり可決

厚生常任委員会
起立採決の結果、原案どおり可決

子ども教育常任委員会
起立採決の結果、原案どおり可決

環境経済常任委員会
起立採決の結果、原案どおり可決

建設常任委員会
起立採決の結果、原案どおり可決

　一般会計の8年度当初予算の規模は、前年度に対し、
59億2千万円（2.5％）増の２，465億円となります。

地方特例交付金その他依存財源

2.0％
（47億8,630万円）

市税
国・県支出金

自主財源
依存財源

市税
42.1％

（1,037億9,300万円）29.2％
（719億9,369万円）

55.2％44.8％
（1,104億3,700万円）

42.1％
（1,037億9,300万円）

分担金・
負担金
0.6％

（14億3,209万円）

使用料・手数料
1.2％

（30億2,058万円）繰入金
2.4％

（58億6,423万円）

地方消費税交付金
6.5％

（161億4,000万円）

地方交付税
0.3％
（8億円）

国・県支出金
29.2％

（719億9,369万円）

市債
6.1％

（151億5,500万円）

法人事業税交付金
0.6％

（15億6,200万円）

諸収入
その他自主財源
9.0％

（220億309万円）

自主財源
55.2％

依存財源
44.8％

（1,104億3,700万円）

Q

A

総務常任委員会の
会議の様子▶

≪AIエージェントの試行導入≫
※状況に応じて必要な情報を整理し、業務の流れに沿った一連の処理を行う
　ことで、職員を支援するAIシステム

　どのような場面で使うことを想定しているのか？

Q
≪公共交通脱炭素化普及促進事業費補助金≫

　公共交通利用促進費が、前年度
に比べて増加している要因は？

議員

議員

執行部

　相談業務において、国・市の制度や過去の
対応履歴などを総合的に勘案し、職員が回答
を行うための支援ツールとしての活用や、審
査業務での補助的な活用などを考えている。

A

執行部

　路線バス事業者などに対し、電気バスな
どの導入を支援する補助金を増額した。路
線バスの場合、７年度は5台分を計上してい
たが、8年度予算は20台分を計上している。

厚生常任委員会

Q

A

厚生常任委員会の
会議の様子▶

≪自治会運営支援アプリの導入≫
　アプリの内容や活用方法は？

Q
≪親なき後への支援≫

　　どのような体制で支援を行うのか？
議員

議員

執行部

　まずは60のモデル自治会で導入し、回覧
や会議の案内、出欠の確認など、これまで紙
で行っていたものがアプリ上でできるように
なる。
　役員の負担軽減や、コミュニケーションの
活性化が期待できる。

A

執行部

　社会福祉士などの専門職を配置した
「親なき後相談窓口」を設置し、障がい
のある方の保護者が亡くなった後の住
まいの場や生活のサポートなどについ
て、相談を受けていく。

（1,361億1,299万円）（1,361億1,299万円）
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建設常任委員会

Q

A

建設常任委員会の
会議の様子▶

≪奈坪川における特定都市河川指定調査業務委託≫

　特定都市河川に指定することに伴い、どの
ような効果があるのか？

Q
≪軌道施設等の長寿命化計画策定≫

　ライトラインの軌道施設長寿命化計画策定
業務の内容は？

議員

議員

執行部

　国から財政的な支援などが受けられるた
め、河川整備の加速化が期待できる。
　8年度から指定に向けて調査を始め、９年度
中の指定を目指していきたい。

A

執行部

　 軌道施設には、土木構造物や電気設備、車両
などがあり、これらの耐用年数の設定や管理方
法、更新工事の在り方など長寿命化の検討に着
手するもの。計画を策定することで、維持費用の
削減や更新費用の平準化が図れると考えている。

環境経済常任委員会

A

環境経済常任委員会の
会議の様子▶

Q ≪データセンターの立地誘導≫
　取り組み状況や今後の見込みは？

議員

執行部

　特設コース周辺に階段状の観客席を設
けるなど、なるべく多くの観客席を設置で
きるよう検討しており、観客席に着席して観
覧する場合は入場料を支払っていただく予
定である。

A

執行部

　権利者へ説明を行い、一定程度、協力の意向
を確認したところである。
　今後は、重点促進区域の指定や事業者の公
募の手続きを進めていく予定。

総務費
8.1％

（200億2,025万円）消防費
3.8％

（93億1,738万円）

公債費
5.7％

（141億1,276万円）

予備費など
0.1％

（1億143万円）

教育費
9.0％

（222億3,110万円）

民生費
42.7％

（1,053億4,428万円）

衛生費
7.5％

（184億5,819万円）

労働費
0.0％
（7,372万円）

議会費
0.4％

（9億5,395万円）

農林水産業費
0.8％

（19億5,392万円）

商工費
10.9％

（269億2,415万円）

土木費
11.0％

（270億5,881万円）

歳出（2,465億円）

子ども教育常任委員会

Q

子ども教育常任委員会の
会議の様子▶

※金額などについては、端数処理を行っています。

≪子育てタクシー導入支援補助金≫

　稼働しているタクシー会社の数は？

Q
≪校舎長寿命化改修工事≫

議員

議員

執行部

A　7年度の2社からさらに4社増え、
8年度は6社体制となる。

執行部

A　大規模に改修を行う長寿命化改修の
ほか、毎年、法に基づく施設の点検を行っ
ており、不具合を確認した場合は個別に
改修を行っている。必要な修繕費を確保
し、施設の安全性を保持していく。

　国からの補助が不透明な中、
老朽化した校舎の改修を今後ど
のように行っていくのか？

Q
≪「ワールドスケートボーディングツアー」の開催≫

　競技開催時の観客席や入場料につい
て、どのような形を想定しているのか？議員

※子どもの送迎や妊娠中の方が移動する際に利用できる
　子育て中の方に優しい登録制のタクシー
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常任委員会の主な審査

厚生常任委員会 付託案件　10件
宇都宮市コミュニティセンター条例及び宇都宮市学習等供用施設条例の一部改正
（議案第３７号）

審査で出た意見

　陽光地域コミュニティセンター及び陽光地区学習等供用施設の長寿命化改修工事に伴い、これらの施設の会議室等の
供用を休止するとともに、事務所機能を一時的に栃木県総合運動公園第2陸上競技場内事務室に移転するもの

宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正（議案第３８号）
　地方税法施行令の一部改正に準じ、基礎課税額（医療保険分）にかかる課税限度額を65万円から66万円に、後期高齢者支
援金等課税額にかかる課税限度額を24万円から26万円に引き上げをしようとするもの

・ 国民健康保険の基礎部分を増額することは、物価高騰の中、国民健康保険を払っている方に響いてくると考えることから、
この議案には反対である。

総務常任委員会 付託案件　11件
宇都宮市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
（議案第４５号）

審査で出た意見

　持続可能な消防団体制の構築を目的とした消防団詰所の配置の適正化に伴い、消防団員の定員を2,150人から1,970人に
見直そうとするもの

・ 消防団の不足を少しでもくい止めて、増やしていく方法はまだやるすべがあり、定数を削減することで充足率を上げるように見
えてしまうような措置に対しては賛同できないことから、この議案には反対である。
・ 反対意見にはもっともと思う点が多々あるが、今後の消防団の適正な在り方について消防団の皆様ともう一度話し合いを持つ
との説明を聞き、一定の理解ができたため、この議案には賛成である。

起立採決→可決

起立採決→可決

起立採決→可決

起立採決→不採択

全会一致で可決

　現行の障がい福祉では、各種手当の所得制限及び障害福祉サービスや医療費などの利用者負担区分がそれぞれ個別に設
定され、これらが近接する所得水準において重複して適用される構造となっているため、一定の年収帯に達した家庭では、給
付の打切りや自己負担の増額が同時期に生じ、家計に急激な負担増が発生している。
　ついては、特別児童扶養手当並びに同手当と法体系を同じくする障害児福祉手当、特別障害者手当、経過的福祉手当にか
かる所得制限の撤廃を求める意見書を提出することなど、3項目について陳情する。

子ども教育常任委員会 付託案件　13件

財産の取得について（議案第５５号）

特別児童扶養手当等の所得制限撤廃を求める意見書の提出並びに障害児を
扶養する家庭への支援拡充に関する陳情（陳情第５９号）

審査で出た意見
　市立小学校で児童が使用するための学習者用コンピュータを28,170台取得するもの

・ １人１台端末については、導入してからの授業改善や子どもたちへの影響などを検証し、改善を重ねることが不可欠であり、
全台一律の買い換えではなく、一部を入れ替えるなどの対応も視野に入れるべきであると考えるため、この議案には反対で
ある。

審査で出た意見
・ 障がいのある子どもとその家族が安心して暮らせる環境を構築するには、所得増が手取り増に繋がることが重要であり、所得
制限の撤廃等や制度改善を国に働きかけていく必要がある。また、国の制度が改正されるまでの間、制度のはざまに取り残され
ている方を救う観点から、これまで市が進めてきた独自支援の姿勢をさらに高め、支援の充実を図ることが必要であるため、こ
の陳情は採択したい。
・ 国では、障がい者福祉に関する各種手当について、限られた財源の中で支援の必要性に応じた配分を行うという考えのもと、
所得制限を設けており、児童扶養手当や各種減免制度なども応分の負担の考えのもと、支援が行われている。
　国がこれらの制度を持続していくためには所得制限を設ける必要があり、所得制限を設けない場合、支援額の引き下げや
制度縮小への方向に進む可能性もあると考えられ、このようなことになれば、障がい児を扶養する家庭が不利益を被ることも
考えられ、所得制限は必要であると考えるため、この陳情は不採択としたい。
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環境経済常任委員会 付託案件　12件
総合型地域スポーツクラブ育成事業補助金の交付に係る総会議決手続及び
申請資料の実態確認に関する陳情（陳情第５５号）
　市は友遊いずみクラブに対し、総合型地域スポーツクラブ育成事業補助金を交付しているが、当該団体は総会を開催してお
らず、実際には総会資料の配付と意見募集のみを行い、意見が提出されなかったことをもって議案が承認されたものとして取
り扱っている。
　ついては、市は6年度の補助金交付に当たり、どのような資料を根拠に適正な議決が行われていると判断したのか、公金支
出の適正性という観点からも検証を要するため、当該団体における総会の実施状況など、4項目について調査・検討し、執行機
関に対して適切な対応を求めるよう陳情する。

建設常任委員会 付託案件　21件

宇都宮市水道事業給水条例等の一部改正（議案第４６号）

　近年の物価上昇等の経済状況に鑑み、上下水道事業の安定した運営を確保するため、水道料金を平均で28.6％、下水道使
用料を平均で9.9％引き上げるとともに、地域下水処理施設使用料体系を公共下水道の使用料体系に統一するなどの見直し
をするもの

審査で出た意見
・ 令和６年くらいまでは、コロナを考慮し、書面開催は妥当と考えるが、補助金交付に当たっては、もう少し指導があっても
良かったと考えており、こういった疑義が提示された以上、市議会として調査すべきと考えるため、この陳情は採択したい。
・ 市は、反対意見がないことをもって議決済みと確認し、書類を受理している。また、要綱に基づき、事業計画書などを審査し
た上で補助金交付を行っており、手続きは問題ないと考えるため、この陳情は不採択としたい。

・ 上水道・下水道料金の改定の必要性や引き上げ幅について検討が不十分であることから、この議案には反対である。
・ 今後10年間で水道料金を60％上げていかなければならないことが明らかになっており、水道・下水道ともストロベリー
サーモンや売電など様々なチャレンジをしていく一方で、物価高の中、しっかりコスト削減をするという企業努力は続けてい
ただくことを前提に、この議案には賛成したい。

審査で出た意見

審査で出た意見

・ 二元代表制のもと、執行部と市民の代表である議会との間で、十分、議論がされており、そのような場は必要ないのではな
いかとの意見もあるが、市民の意見を直接聞く機会を設けることは、地方自治を実践する上で市民の意見を反映し、市民とと
もに市をつくっていくために大事だと考えることから、この陳情は採択したい。
・ ライトラインの駅西側延伸については、執行部と市民の代表である議会との間で議論を重ねてきたところであり、沿線地区
はもとより、地域全体での意見交換会やまちづくり懇談会、オープンハウスなど、双方向を基本とした市民理解の促進を行っ
てきた。また、陳情内容にある車線の減少やＬＲＴ以外の公共交通との比較、イベント等の関係、さらには、将来の公共交通のあ
り方についても、国・県などの関係機関との協議や有識者、市民、交通事業者で構成される宇都宮市交通戦略推進懇談会など
様々な機会を設けて議論を重ねているところであり、陳情者の求める意見交換会の開催は不要であると考えることから、この
陳情は不採択としたい。

　LRT西側延伸は車線減などの課題が多いが、住民投票やアンケート調査がないため、市長や市議会議員と市民の間に理解
不足の部分が多く、市民の不安が増大している。
　ついては、「意見交換会」などを開催し、メリットとデメリットに関して、執行部、市議会議員、市民の３者により意見を交換し
合うことで、気付かなかったことなどの相互理解を深めることなど、５項目について総合的にまとめ、執行部と議員で行われて
いる会議の際に「意見交換会」の結論を尊重することを陳情する。

LRT西側延伸に関して、執行部及び市議会議員と市民が参加する「意見交換会」
などの開催と意見交換会の結論の尊重を求める陳情（陳情第５８号）

起立採決→可決

起立採決→不採択

起立採決→不採択
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議会ホームページを一部リニューアルしました！

議会のニュース

◎「あなたと市議会」204号の印刷費2,164,800円（消費税含む）　　　◎次回の発行は、7月下旬の予定です。

あなたと市議会204号の内容に関するお問い合わせ　　028-632-2611　議会事務局政策調査課

正
副
議
長
選
挙

　
３
月
２４
日
に
塚
田
典
功
議
長
と
黒
子
英
明
副
議
長
の
辞
任
に
伴
う
選
挙

を
行
っ
た
結
果
、
岡
本
芳
明
議
員
が
議
長
に
、
内
藤
良
弘
議
員
が
副
議
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

※上記日程は変更になる可能性があります。

6月定例会の日程（予定）
  12日（金）6月

7月

午前10時

18日（木）
19日（金）
22日（月）
23日（火）

〃

本会議開会

25日（木）
26日（金）

〃各常任委員会

3日（金） 〃本会議閉会

一般質問

内　容 時　刻月　日

▲岡本 芳明議長

▲内藤 良弘副議長

決
　
議

保
坂
栄
次
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議

趣
　
旨　
当
該
議
員
は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
な
ど
を
審
査
し

た
倫
理
委
員
会
に
お
い
て
、投
稿
の
不
適
切
性
を
認
め
、謝
罪
を
行
う
旨

を
述
べ
た
も
の
の
、謝
罪
を
履
行
せ
ず
、倫
理
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
議

長
が
決
定
し
た
謝
罪
等
の
措
置
に
も
応
じ
て
い
な
い
。本
議
会
は
、こ
の
状

況
を
重
く
受
け
止
め
、令
和
７
年
６・9・12
月
定
例
会
で
三
度
、辞
職
を

求
め
る
決
議
を
議
決
し
た
が
、辞
職
に
至
っ
て
い
な
い
。決
議
は
、市
民
の
付

託
に
基
づ
く
議
会
が
、議
員
と
し
て
の
在
り
方
を
厳
粛
に
問
う
意
思
表
示

で
あ
り
、辞
職
に
至
っ
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、市
民
の
信
頼
に
応
え

る
議
員
と
し
て
の
適
格
性
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
。よ
っ
て
、当
該

議
員
に
対
し
、速
や
か
に
議
員
を
辞
職
す
る
よ
う
強
く
勧
告
す
る
も
の
。

▲ご意見は
　こちらから

　今後の紙面づくりの参考にするため、
ご意見やご感想を募集しています。
　右記の二次元コードから
お気軽にお寄せください ！

皆様からのご意見、感想をお寄せください

スマートフォンやタブレットでも広報紙を見ることができます！

トチギ
イーブックス

井上咲楽のサクサク！
うつのみや市議会
　6月の放送では、井上咲楽さ
んが「これからの地域内交通」
について調査します！
　ぜひご覧ください。

6月5日(金)午後7時～
6月6日(土)午前10時45分～
6月9日(火)午前7時15分～

是非
ご覧ください！

＜放送スケジュール＞＜放送スケジュール＞

とちぎテレビで放送

開かれた議会の実現に向けて、より見やすく、使いやすいホームページとなるよう、議会ホームページの「各議

員の紹介ページ」を一部リニューアルしました！

各議員が「力を入れている政策」を新たに掲載したほか、「各議員の紹介ページ」から、議員ごとの「一般質問録

画映像のページ」にワンクリックで移動できるようになるなど、さらに、４５人の議員を知っていただける内容に

見直しました。

← 各議員の
　　紹介ページは
　　こちらから


